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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月7日(2013.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝搬路推定を行なって伝搬路推定値を求める伝搬路推定部と、
　少なくとも１回の受信処理によって得られるビット対数尤度比から変調シンボルのレプ
リカであるシンボルレプリカを生成するシンボルレプリカ生成部と、
　前記シンボルレプリカと前記伝搬路推定値とを用いて得られる時間領域での受信信号の
レプリカである受信信号レプリカを生成し、該受信信号レプリカを受信信号から減算し、
該受信信号レプリカを減算した信号からＦＦＴ区間より長い時間区間である拡張ＦＦＴ区
間の信号を拡張ＦＦＴ区間信号として抽出し、該抽出した信号全てに対してＦＦＴ区間の
ポイント数で時間周波数変換を行い、該時間周波数変換を行った信号に、前記伝搬路推定
値と前記シンボルレプリカとに基づいて生成されるサブキャリアレプリカ信号を加算して
該受信信号の各サブキャリア信号を求める信号抽出部と、を備えることを特徴とする受信
装置。
【請求項２】
　伝搬路推定を行なって伝搬路推定値を求める伝搬路推定部と、
　少なくとも１回の受信処理によって得られるビット対数尤度比から変調シンボルのレプ
リカであるシンボルレプリカを生成するシンボルレプリカ生成部と、
　前記シンボルレプリカと前記伝搬路推定値とを用いて得られる時間領域での受信信号の
レプリカである受信信号レプリカを生成し、受信信号および該受信信号レプリカの各々に
対してＦＦＴ区間より長い時間区間である拡張ＦＦＴ区間の信号を拡張ＦＦＴ区間信号と
して抽出し、抽出した信号全てに対してＦＦＴ区間のポイント数で時間周波数変換を行い
、該時間周波数変換を行った受信信号から該時間周波数変換を行なった受信信号レプリカ
を減算し、前記伝搬路推定値と前記シンボルレプリカとに基づいて生成されるサブキャリ
アレプリカ信号を該減算した信号に加算して該受信信号の各サブキャリア信号を求める信
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号抽出部と、を備えることを特徴とする受信装置。
【請求項３】
　前記信号抽出部は、
　前記拡張ＦＦＴ区間の信号全てを前記ＦＦＴ区間に収まるように変換する拡張ＦＦＴ区
間抽出部と、
　前記拡張ＦＦＴ区間抽出部の出力を、前記ＦＦＴ区間のポイント数を用いて周波数領域
の信号に時間周波数変換する時間周波数変換部と、を備えることを特徴とする請求項１又
は２に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記拡張ＦＦＴ区間信号の時間区間の開始位置は、前記ＦＦＴ区間の開始位置と異なる
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の受信装置。
【請求項５】
　前記拡張ＦＦＴ区間信号の時間区間の開始位置は、前記ＦＦＴ区間の開始位置と同じで
あることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の受信装置。
【請求項６】
　前記拡張ＦＦＴ区間信号は、信号を抽出する時間区間の始まりを先行パスの先端とし、
時間区間の終わりを最大遅延パスの信号の後端とすることを特徴とする請求項１から３の
いずれか一項に記載の受信装置。
【請求項７】
　前記拡張ＦＦＴ区間抽出部は、抽出した信号区間に窓関数を乗算することを特徴とする
請求項３に記載の受信装置。
【請求項８】
　前記信号抽出部は、前記時間周波数変換部が変換した前記周波数領域の信号のサブキャ
リア成分を抽出し、抽出した該サブキャリア成分の信号に対して、所望の前記サブキャリ
アのシンボルレプリカと、該所望の前記サブキャリアに近接するサブキャリアの伝搬路推
定値とから生成される受信信号レプリカを加算することを特徴とすることを特徴とする請
求項３に記載の受信装置。
【請求項９】
　前記受信装置は、複数のアンテナを備え、送信装置とＭＩＭＯ伝送方式の通信を行うこ
とを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の受信装置。
【請求項１０】
　前記受信装置は、前記送信装置が備える前記複数のアンテナ各々から送信された信号系
列であるストリーム信号を前記受信信号として受信し、
　前記信号抽出部は、前記受信信号レプリカを減算した周波数領域の受信信号に対して、
前記サブキャリアレプリカ信号として少なくとも１つのストリーム信号を加算することを
特徴とする請求項９に記載の受信装置。
【請求項１１】
　前記受信装置は、前記送信装置が備える前記複数のアンテナ各々から送信された信号系
列であるストリーム信号を前記受信信号として受信し、
　前記信号抽出部は、前記受信信号レプリカを減算した周波数領域の受信信号に対して、
前記サブキャリアレプリカ信号として全てのストリーム信号を加算することを特徴とする
請求項９に記載の受信装置。
【請求項１２】
　伝搬路推定を行なって伝搬路推定値を求める伝搬路推定過程と、
　少なくとも１回の受信処理によって得られるビット対数尤度比から変調シンボルのレプ
リカであるシンボルレプリカを生成するシンボルレプリカ生成過程と、
　前記シンボルレプリカと前記伝搬路推定値とを用いて得られる時間領域での受信信号の
レプリカである受信信号レプリカを生成し、該受信信号レプリカを受信信号から減算し、
該受信信号レプリカを減算した信号からＦＦＴ区間より長い時間区間である拡張ＦＦＴ区
間の信号を拡張ＦＦＴ区間信号として抽出し、該抽出した信号全てに対してＦＦＴ区間の



(3) JP 2011-188206 A5 2013.4.25

ポイント数で時間周波数変換を行い、該時間周波数変換を行った信号に、前記伝搬路推定
値と前記シンボルレプリカとに基づいて生成されるサブキャリアレプリカ信号を加算して
該受信信号の各サブキャリア信号を求める信号抽出過程を少なくとも含むことを特徴とす
る受信方法。
【請求項１３】
　伝搬路推定を行なって伝搬路推定値を求める伝搬路推定を行い、少なくとも１回の受信
処理によって得られるビット対数尤度比から変調シンボルのレプリカであるシンボルレプ
リカを生成し、該シンボルレプリカと該伝搬路推定値とを用いて得られる時間領域での受
信信号のレプリカである受信信号レプリカを生成し、該受信信号レプリカを受信信号から
減算し、該受信信号レプリカを減算した信号からＦＦＴ区間より長い時間区間である拡張
ＦＦＴ区間の信号を拡張ＦＦＴ区間信号として抽出し、該抽出した信号全てに対してＦＦ
Ｔ区間のポイント数で時間周波数変換を行い、該時間周波数変換を行った信号に、該伝搬
路推定値と該シンボルレプリカとに基づいて生成されるサブキャリアレプリカ信号を加算
して該受信信号の各サブキャリア信号を求めることを特徴とする受信プログラム。
【請求項１４】
　伝搬路推定を行なって伝搬路推定値を求める伝搬路推定を行い、少なくとも１回の受信
処理によって得られるビット対数尤度比から変調シンボルのレプリカであるシンボルレプ
リカを生成し、該シンボルレプリカと該伝搬路推定値とを用いて得られる時間領域での受
信信号のレプリカである受信信号レプリカを生成し、該受信信号レプリカを受信信号から
減算し、該受信信号レプリカを減算した信号からＦＦＴ区間より長い時間区間である拡張
ＦＦＴ区間の信号を拡張ＦＦＴ区間信号として抽出し、該抽出した信号全てに対してＦＦ
Ｔ区間のポイント数で時間周波数変換を行い、該時間周波数変換を行った信号に、該伝搬
路推定値と該シンボルレプリカとに基づいて生成されるサブキャリアレプリカ信号を加算
して該受信信号の各サブキャリア信号を求める信号抽出を行うプロセッサ。
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